閑話休題　アルコール依存症について　その３

むらた

「わたし、日本人が嫌いです。」

　さて、もう一人、アメリカ人のR神父である。Ｒ神父は、Ｍ、Ｔ神父とは少し違った雰囲気を漂わせていた。僕が、初めてＲ神父に会ったのは、米軍基地内でのセミナーだった。R神父は、スピーカーに指名された。硬い表情で「わたし、あまり話したくない。日本人（日本語？）あまりすきでありません・・・。」他の人のスピーチ（海軍の女性中尉や空軍ジェットパイロットなど）が率直で感動的であったので、びっくりしたのでよく覚えている。その後、さまざまなセミナーやらでよくお会いすることになった。R神父の表情が穏やかになるのに相当な年月がかかったように思う。Ｒ神父は、アルコールよりドラッグのほうが本命だったと知ったのは大分経ってからだった。Ｒ神父は、日本と、アメリカでの知名度を十分活用して、マックの運営のための財源を日本とアメリカの献金を通して支える役割をしていた。また、横浜マックを創るときには、僕のところを事務所にしていた横浜マック後援会に神奈川県下からよせられる献金をすべて入金するよう手続きをとってくださった。横浜マック･横浜ダルク･寿アルクなどアルコール・薬物依存症の回復のための活動が神奈川県下で今日盛んなのは、Ｒ神父の理解と協力があったからといえるだろう。
　Ｒ神父の笑顔と雰囲気がなんとも柔らかくなり、あるスピーカーズミーティングで、「僕は日本人が大好きです。」とおっしゃったときの笑顔の柔らかさは忘れられない。また、日本で初めて、薬物依存症からの回復のための施設である「ダルク」の創設とその後の運営の財政基盤の確立にも力を尽くした。こんな一面もあった。バイクに乗って何度も事故を起こしても、ギブスのままでバイクに乗っていた。彼の最高傑作は、ダルクの便りに同封されていた写真。黒いベスト、黒いサングラス、機関銃を肩に掛けたポーズ。これは、かの有名なランボー・・・ではないか。格好いい！。しかし、・・・これが神父のすることか。
ウソだろ・・・。
でも、そう思ったのは一瞬。感動がやってきた。大笑いしました。やったぜ！R神父。 
　人間が他の動物と分かつ大きな特徴のひとつに「ユーモア」があると言われています。

彼のユーモアの背後には、アルコール・薬物依存症で自分や周囲を巻き込んできた出口のなかった長い苦しい絶望の人生があったと思わずにはいられない。

　日本でＡＡの方法を活用してアル中の回復のプログラムが始まってから10年たった頃（1985年）、Ｍ神父はアメリカに戻っていった。残された面々は、今後に大きな不安と心細さを抱えていた。帰らないでほしいと強く願っていた。お別れの会でスピーチに立ったＭ神父は、ニッコリして、あっさりと「自分たちでやっていってください。」僕はこれからが大変なのに見捨てられたような気分になった。後で、冷静に考えれば、僕のＭ神父への親しみと尊敬は、いつの間にか依存となっていたのではないかと思われる。Ｍ神父の帰国後、日本のアル中メンバー達は、苦しんでいる仲間へのメッセージ、仲間とのセミナー、ラウンドアップの開催、関係者への働きかけなどを重ね、大きな発展を遂げている。ＡＡがないという県は今はもうない。

日本のアルコール･薬物依存症の回復が、着実に根を張って拡がってきているのは、32年ほど前の草創期からの、個性あふれる3人の神父の存在と働きがある。Ｔ神父，Ｒ神父は、すでに天に召された。ＡＡの12ステップをプログラムに取り入れているアルコール・薬物依存症の施設の中には、このお二人の名前を冠した施設があって、苦しんでいる依存症者の人生の再出発の場として活用されている。Ｍ神父は、アメリカの故郷に健在で、時々、日本で記念のセミナーがあると、当時のアル中仲間が招待するので来日して下さる。一人の無名のアルコール依存症者として。

M神父のソーバーは45年ほどだと思うが、その口癖のひとつ。依存症者にとって第一のことは「今日一日（飲まないで生きる）です。」

三人の神父は多くの依存症者や関係者に深く敬愛されそれぞれの思いの中に生きている。

　改めて3人の変なアル中、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やく),薬)中神父に感謝！

　追伸

　9月はじめ、突然の訃報が届いた。Ｍ神父が亡くなったという。呆然とするしかなかった。僕の中の精神的な支柱が突然になくなってしまった。

　9月29日、四谷のイグナチオ教会で追悼式が行われた。全国からアルコール･薬物の本人や福祉や医療の関係者が集まった。しめやかだが大きな同窓会のような趣があった。

　弔辞の中で弟さんからの便りが紹介された。「コネチカット州の自宅の庭で、夕方、隣に住んでいる弟さん夫婦といつものように談笑して、また明日と挨拶して別れた。翌日、弟さんは、車庫に車があったので仕事に行ってないのかと家に入って行った･･･。」

高等学校の理事長が最後のお仕事だった。享年77歳。冥福を祈るのみ。

